
 

―５７― 

 ただ、赤間参事のほうは、その置広での資料

に基づいて申し上げたということなんですが、

実は、理事である私は納得してないということ

でございますので、そんなことでは、行き当た

りばったりでは駄目だろうと。 

 ですから、し尿処理も、実は米沢のクリーン

センターと南陽のクリーンセンターと長井のク

リーンセンターって、長井がもう老朽化したか

ら米沢と南陽を使わせてくれってなったときに

いろいろ出たんですよ。じゃあ建設費負担しろ

とか下水道を負担、それはないでしょうと。今、

今度は米沢に南陽も１本ですると。要は置広も、

我々西置賜が協力しているからいいんですが、

本当ね、もうばらばらですよ。 

 とにかくそういったことも含めて、この処理

施設はこれからいろんな課題が出てまいります

し、また、白鷹町のタイプは溶かすみたいなね、

焼く、焼却より、そういう感じだそうですが、

ジビエとしても使いたいということもあるんで、

その辺なども検討しながらいろいろ考えていき

たいと考えております。 

○鈴木富美子議長 ８番、竹田陽一議員。 

○８番 竹田陽一議員 市長からは力強いお言葉、

リーダーシップをお聞きして、大変ありがとう

ございます。ぜひイノシシが適正処理されるよ

うに、なおかつ捕獲者の負担にならないように、

よろしくお願いをしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○鈴木富美子議長 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は、午後３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時５１分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○鈴木富美子議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 鈴木一則議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位５番、議席番号６番、鈴

木一則議員。 

  （６番鈴木一則議員登壇） 

○６番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木一則です。

今日最後の質問となります。よろしく御答弁お

願いいたします。 

 ５月は、天候もまずまずで、市内の田植も順

調に終わられたようで、田んぼの水張りで、一

転寒さも感じられます。４月下旬から５月の連

休時に立て続けに発生した高畠町と南陽市の大

規模林野火災は、鎮火まで数日かかる大変な事

態となりました。連日の消火活動では、地上か

らは置賜広域消防署と多くの消防団員による必

死の消火活動、空からはヘリによる消火活動と

いう連日の対応でありました。令和３年４月に

発生した長井市の林野火災での消火活動の御苦

労をお聞きしておりましたので、御尽力いただ

いた皆さんに感謝しかありません。 

 米沢市へ行く途中、茶色く焼けた２か所の山

の状況が見えますが、その範囲の広いことに驚

きます。 

 高畠町では、周辺地域の不審火が４月から10

回も発生しているということで、専門家による

と、日本の林野火災の原因は、ほぼ人為的なも

のということです。個人の財産でもあり、景観

や環境は市民の財産でありますので、不注意は

許されません。 

 私の質問は３点です。新規の公共施設整備も

一段落したところですので、市民の日々の生活

の場や将来に影響する課題についてお伺いをい

たします。 

 初めに、あやめ公園再整備と文化的景観整備
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活用計画についてお伺いをいたします。 

 あやめ公園の現況や課題を明確にした上で、

希少な長井古種をはじめとするアヤメの育成・

保存と観光のまちづくりの視点から、あやめ公

園の再整備の方向性を定めることを目的に、令

和３年３月にあやめ公園再整備基本構想が策定

されましたが、その後の基本計画、実施計画の

検討はどうでしょうか。 

 施政方針では、文化的景観整備活用計画に基

づき、区域内の重要な構成要素への修繕や修景

整備が進められる予定であり、また、令和７年

度から宮・小桜街区の整備が進められる計画と

の説明もありました。私は、この２つの計画は

関連して、一体的な考えの中で整備を行うべき

と考えますので、以下、質問をいたします。 

 産業参事に、１番、あやめ公園再整備計画基

本構想の策定以降、整備に向けた検討が進んで

いるのか、また、今後の整備方針と進め方につ

いて。 

 ２つ目、「くるんと」の完成により通年の子

供の遊び場が確保されたので、構想にあるあや

め公園の整備方針も再検討されるべきではない

かについてお伺いをいたします。 

 個人的には市民の宝であり、アヤメの花を守

り、見る風情を大切にした公園に特化すべきと

思います。今の季節は長井市の観光で重要な花、

白ツツジ、アヤメの時期です。今年の白ツツジ

は、少雪であったこともあり、５月18日の黒獅

子まつりで花はほぼ終了となりました。あやめ

は６月10日から７月７日までの予定で開催され

ます。期間中の週末は、ながい黒獅子の里案内

人やチームアルク長井の皆さんによるまち歩き

が実施され、多くの観光客にまちなかを御案内

いただいています。まち歩きの紹介箇所は点と

すると、そこにたどり着くまでの道筋は面であ

り、重要な長井市の観光要素と考えます。十日

町、新町、横町など、周辺のまちの道や家並み

の風情も公園のにぎわいに付随した大切な要因

ではないでしょうか。 

 このようなことから、観光交流担当課長に３

つ目として、観光事業で実施しているまち歩き

では、公園、周辺の町並みが重要な地域要素と

なる。文化的景観整備活用計画の整備での整備

箇所と事業内容、整備時期についてお伺いをい

たします。 

 平成25年の第１期の観光振興計画から11年に

なります。当時は外部から誘客するための観光

が目的でしたが、今はＳＮＳのインスタグラム

の映える、それからパワースポット、縁起のよ

いところなどに人が集まるという、時代ととも

に変わる観光の価値に対応することが重要と考

えます。 

 公園や道路などの維持管理は業務委託してい

る現状ですが、例えば、白つつじまつりの時期

にタスから白ツツジが見えなくなったねとか、

老木となった最上川の桜はどうなるのかな、道

の駅から旧長井小学校第一校舎があまり見えな

いなどの声をいただきます。木々が大きくなり

密集したり、老木になったり、まちの中の見ど

ころもよさが失われることのないようにすべき

と考えます。 

 市長に、整備された景観が維持できてない状

況が目立つ。公園をはじめ、まちなかの景観を

維持、コーディネートする担当があるべきでは

ないかについてお伺いをいたします。 

 令和４年12月議会において、文教の杜の第６

期指定管理に向けた基本方針についての私の質

問に対して、市長は、あやめ公園は、点ではな

く、宮・小桜街区の中のあやめ公園というイメ

ージで整備する。あら町、つつじ公園も同様な

考えで行っていくと答弁されておりますので、

御検討をお願いいたします。 

 ２点目の市内高校の進学者の定員割れの改善

を図るにはについてお伺いをいたします。 

 この問題は、過去に２回取り上げています。

現在の県立高校再編整備計画が本年度までとな
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っており、令和７年度以降の地域計画が既に検

討が始まっています。その初会合では、2024年

から10年間で中学卒業生が2,000人減少すると

いうショッキングな報告もなされたようです。

改善が見られない長井・西置賜地域内の進学状

況は、今後の再編計画に影響が避けられません。

今後の取組についてお伺いをいたします。 

 初めに、今年の卒業生の公立高校進学の状況

を自分なりに計算すると、卒業生は約8,900人、

そのうち高校に進んだと思われる率が約65％、

残り35％が県内公立以外の学校や就職等となる

ようです。そこで質問いたします。 

 １つ目、私立高校への進学の偏重が進んでい

ると感じる。私立専願の生徒が増えているので

はないか。長井南・北中学校及び西置賜管内の

中学校の市内高校の進学動向について、学校教

育課長にお伺いをいたします。 

 長井高校の志願者は、今年79.5％、昨年は

84.5％です。長井工業は、内定者を含めた場合、

３科合計、今年は41.6％、昨年は43.3％でした。

米沢市より東・西置賜地区の定員割れの度合い

が進んでいるように思います。さきに述べた県

全体の志願者と公立学校の定員数を比べると、

約15％以上定員数が多い状況ですので、再編を

せざるを得ない状況は変わらないと思います。 

 市内高校の定員割れ問題にはいろいろ取り組

んでいただいています。長井の未来を育む少年

会議の事前の市長の講話や長井工業高校の成果

発表会の両中の生徒の広聴の実施などです。 

 また、高校との連携を図る検討会は開催され

ているか、どのようなことが議論されているの

でしょうか。 

 教育長に２つ目として、定員割れが続く市内

高校の進学率向上への対策を教育委員会、市も

いろいろ取り組んでいるが、進学者の増加は見

られない要因は何か。 

 ３つ目、昨年末、県公立高校入試の方法改善

検討委員会は、前期・後期試験導入の報告を行

い、県教育委員会は2026年度入試から前期・後

期、選抜を原則全校で実施することに決定した

が、定員割れ是正に期待ができるのかについて

お伺いをいたします。 

 以前この質問で、市長からは、高校の熱意と

いうか、県立の高校という壁というお話もあっ

たように思います。長井工業高校の成果発表会

の市民、企業、中学生への公開、ビジネスチャ

レンジコンテストは地域の中学生の進路決定に

も大変よい取組だと思います。長井高校は、今

年赴任される校長が久しぶりに長井高校出身で

あり、地域の高校がなす役割などを理解いただ

き、連携を図られることを期待したいです。 

 人口減少に付随した高校の定員割れの対策と

して、全国の事例には、地域内企業と行政の協

力で高校に積極的に関わることで好結果をもた

らした事例もあるようです。高校自体も進学予

定の中学生にオープンスクールを実施していま

すが、十分伝わっているのかも疑問です。 

 市長には、高校からの中学生のアピールに問

題はないか、人口減少の中、全国で様々行政が

関わって、工夫してる事例も多々ある。高校へ

の協力や自治体が積極的に関わる必要性を感じ

るがどうかについてお伺いをいたします。 

 ３つ目の大きな項目です。中学校部活動の地

域移行の実施状況と今後についてです。 

 この件については、昨年３月・６月議会でも

取り上げました。長井市では令和６年度から部

活動の地域移行が始まり、土日の生徒の部活動

を地域スポーツ団体が受皿となって進めること

が実際に始まりました。先頃の文教常任委員会

協議会の資料に今年度の部活動等への加入状況

の資料を提供いただきましたので、結果をどう

捉えたか、また教育委員会の今後の部活動への

考え方についてお聞きします。 

 今回の制度では、部活動の任意加入と校外地

域クラブ選択がポイントと考えます。この部活

動改革実施について、生徒、保護者はどう捉え
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たのでしょうか。 

 私たちの団体でも入団の相談に際し、変化を

感じましたので、１つ目、令和６年度の部活動

等への加入状況結果を学校としてどう捉えたか。

また、学校部活動の加入者と校外地域クラブ加

入者の意識の違いや状況は。両方加入の実態は

同一種目なのか、別々の種目なのかについて、

学校教育課長にお伺いをいたします。 

 加入結果の資料から、地域クラブの選択者が

意外と多かったと感じます。生徒の選択肢が増

えれば、学校内で済んでいたことが夜間や土日

にその活動場所が増えることで、対応は保護者

になります。これは以前から危惧されていた課

題です。 

 教育長に、令和８年度には中学校部活動土日

活動を行わない方針となっていますので、地域

クラブの加入実態から生徒の選択肢が増える一

方、土日の保護者の負担も増えるが、その負担

軽減策の考えはについてお伺いをいたします。 

 このたび配付された教育振興計画からお伺い

をいたします。私は、学校教育とともにスポー

ツ、文化も教育振興の骨格をなすものと考えて

いますが、今回の振興計画では市当局所管で作

成となっていますので、考え方が変わるのでし

ょうか。 

 ３つ目として、第３期教育振興計画からスポ

ーツ分野、文化・文化財分野が除かれ、スポー

ツ分野は健康スポーツ課、文化・文化財分野が

観光文化交流課において個別計画を策定すると

されています。計画の策定状況について、スポ

ーツ分野を健康スポーツ課長に、文化・文化財

分野を観光文化交流課長にお伺いをいたします。 

 昨年、部活動の地域移行の検討を学校教育課

が所管し、進めていただきました。このたびの

補正の地域スポーツクラブ活動体制整備事業は、

昨年の部活動環境整備実証事業と同等の内容と

お聞きしていますが、昨年の委託先はスポーツ

少年団本部、今回はスポーツ協会となっていま

す。この委託先への期待する趣旨は何でしょう

か。受皿となる地域クラブの充実・整備という

目的とすれば、スポーツ、文化の種目や林営の

専門的に取り組むきっかけだった中学校の部活

動の役割はなくなっていくのでしょうか。 

 教育長に、昨年の地域スポーツクラブ移行へ

の実証事業とこのたびの補正予算計上の地域ス

ポーツクラブ活動体制整備事業の委託先は学校

教育から離れていく印象を持つ、中学校の部活

動は今後何を目的に行い、どういう位置づけと

なるかについてお伺いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木一則議員からは、大きく３

項目にわたりまして様々な御提言、御質問いた

だいております。できるだけ簡潔に答弁させて

いただきたいと思いますが、私のほうには２点

ほどございまして、まず１点目のあやめ公園再

整備と文化的景観整備活用計画についてという

ことで、整備された景観が維持できていない状

況が目立つと、公園をはじめ、まちなかの景観

を維持・コーディネートする担当があるべきで

はないかというような御提言でございます。 

 まず、公園をはじめ、まちなかの景観を維

持・コーディネートする担当があるべきでない

かという点については、そのとおりだと思って

おります。 

 現在は、御承知のとおり、例えば、観光のほ

うでしたら観光交流の担当課のほうで、あるい

はあやめ公園そのものは作業員でとか、あるい

はつつじ公園とか、そういったところについて

も一部建設課で、例えば、公園内の河川とか上

下水道課でとかっていろいろありますけれども、

景観ということの視点から見ますと、やはりば

らばらなもんですから、ここはコーディネート

するような担当があったほうがいいとは思うん

ですが、なかなかこれは難しいなと。 
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 むしろ、できれば外部の、例えば、ランドス

ケープなどに明るい、以前の地域おこし協力隊

の工藤さんみたいな方に年間でコーディネート

をお願いして、それを各担当のほうに伝えてい

ただくとか、そういったことなどがあるのかな

と。あとは建設課の中に公共施設整備の担当の

部署がありますので、そういったところで担っ

ていただくという手もあるのかなと思います。 

 現在、市内の維持管理については、街路をは

じめとする市道、準用河川、最上川河川緑地公

園、小出ふれあい公園、寺東中央公園などは建

設課で担い、そのほかの都市公園については観

光文化交流課や子育て推進課等で行っていると

ころでございます。長井市の場合、代表的な都

市公園のあやめ公園と白つつじ公園は、花の祭

りを行っている関係上、観光部門で管理してお

り、加えて、さくらまつりの関係から最上川堤

防千本桜も観光部門で行っております。 

 具体的な管理方法ですが、あやめ公園につい

ては公園管理員を中心に維持してます。ただし、

この公園管理員は４月から11月いっぱいの雇用

となっており、主にアヤメ育成管理で、あやめ

公園の草刈り等の環境整備とか桜並木や公園樹

木の防除に加えて祭りの設営・撤去を行ってい

るため、白つつじ公園の管理については民間に

維持・作業委託をしております。 

 長井市の花観光は、年度当初の４月からすぐ

始まり、７月まででございますが、小規模の修

繕は、その都度観光部門で発注しながら祭りを

しております。その後はアヤメ苗の植え替えが

ありますので、公園の管理は現状の維持が精い

っぱいというところです。 

 繰り返しになりますけど、鈴木一則議員から

の提案につきましては、現状、人員の問題もあ

り、観光部門と建設部門との連携で解決するし

かない状況ではございますが、維持管理だけで

景観の改善にはならない部分もありますし、公

園の再整備の手法も絡めながら対応していかな

ければならないと考えており、この辺のところ

については、ちょっと協議をして検討してまい

りたいと思います。 

 なお、あやめ公園の整備については、やはり

今回は、ウォーカブルも含めて宮・小桜街区を

まず第１に、それから、その後小出のあら町、

それから白つつじ公園のところについても、そ

ちらを中心に、サブ的に手をかけたいと思って

おりますが、あやめ公園はどこまでやったらい

いのかというところが難しく、なおかつ市民の

皆様とか有識者の皆様であやめ公園の再整備の

構想なども練っていただきましたけれども、ち

ょっとあやめ公園だけしか考えてないんですね。

その中でのいろんな提案について、まとめにつ

いては、担当課のほうで頑張っていただいて、

いいものだとは思いますが、あれで整備したら

なかなか難しいだろうと。 

 したがって、今後、本当に造る場合は、もう

少し専門家入れて、あとそういった委員も含め

て、あと財政的な問題ですね、財源的な問題も

含めて、箱物は果たして要るのかどうか、あと

今のあやめ公園の在り方でいいのかどうか。 

 もう私は全く違う考え方なんですね。例えば、

あやめサミットなどでいろいろ行って私が感じ

てるのは、旧佐原、今の香取のような水生植物

公園みたいなね、ろ舟みたいので乗ってずっと

見て回るような、それが基本コースと。非常に

水を大切に、なおかつ花の見せ方がうまいと。 

 今、あやめ公園は、我々は種類が多いと、原

種を全国に先駆けてたくさん持ってるというこ

とですから、それを中心にしていくと、今の形

とあんま変わんないんですよね。 

 あとは、總宮神社とそれから十日町とか文教

の杜をどうつなぐかというあたりが公園の構想

にはもちろん入ってないので、したがって、そ

れらについてはもう一回コーディネートしなき

ゃいけないと。現在、建設課のほうで第４期の

都市再生整備計画、これは都市構造再編集中支
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援事業で５割補助でやっていきたいということ

なんですが、その中にあやめ公園をどうするか、

今これから検討だと思っております。 

 なお、議員も感じてると思うんですが、長井

のまちは外から入ってくると、決してきれいじ

ゃないんですよ。道路沿いがもうめちゃくちゃ

なんですね。ですから、そこのところを何とか

したいんですが、まちなかのあるエリアだけで

も景観に優れて、インスタ映えするような、そ

ういったことも視野に入れるというのは非常に

重要だと思ってます。もう少し担当の観光のほ

うとかやまがたアルカディア観光局も含めて、

観光協会も含めて、あと建設課とか、腹を割っ

て話しして、どこまでやるかというのが課題か

なと。 

 なお、コーディネートについては、これは担

当課とか、あるいは外部に頼むとか、こういっ

たところは検討だと思っております。ありがと

うございました。 

 ２点目でございますが、市内高校の進学者の

定員割れの改善を図るにはということで、私へ

は、高校からの中学生のアピールに問題はない

かと、自治体が積極的に関わる必要性を感じる

がどうかということで、これは議員おっしゃる

とおりで、非常に長井高校が、その何というん

でしょうかね、人気がないという言い方じゃな

いんでしょうけども、生徒の集まりがもう限ら

れてきてると。 

 これは、長井工業高校はもっとさらにひどく

て、もう長井市と白鷹町、飯豊町だけですよね。

南陽市から１人、２人、小国町はゼロ、川西町

も１人、２人。米沢市、高畠町ゼロ。これはも

う10年前だったら、まだまだ南陽市から何十人

も、小国町も数名来てましたし、川西町からも

何十人来てたと、これが来ないと。 

 これが高校の再編で、産業高校的になるわけ

で、置農の位置づけはどうなるかですが、工業

と商業が一緒になるわけですよね。場所は、と

てもとても長井から通えないと。もうそれから、

興譲館と米沢東も一緒になって中高一貫やると、

結局置賜の秀才を全部集めたいんでしょうけど

も、その場合、長井高校の位置づけをどうする

のかというのが、どうもその県教育委員会の考

え方よく分かりませんし、どうしてもあそこに、

米沢中心に全部集めたいのがもう見え見えで、

したがって、南陽高校も高畠高校も非常に厳し

い状況になるのかなと思ってますので、ぜひ高

校ともう少し近づければいいんですが、ちょっ

と私どもも、長井工業はよっぽどいろんな形で

入れるんですが、長井高校も、何ていうか、例

えば家庭部とか、探求科については少し反応は

あるんですけども、ビジコンなんかしても、長

井工業はちゃんと出してくださるんですけど、

長井高校はあんまり関心がないみたいな。それ

からＡＩとか、それから、私どもデジタルのほ

うで100万円ぐらい、民間で山形県でやってて、

それに寄附してて、長井高校と長井工業といっ

ても、長井高校は全く関心がなくて、だから、

そういう担当の先生とか何だろうなと思うんで

すが、もう少し、これ重要なことだと思います

ので、教育委員会とも、教育長をはじめ、次長

ともいろいろ相談してアドバイスをいただきな

がら何らかの形で関わりを深めていかないと、

やはり長井から興譲館なんて名前、多分興譲館

残すのかもしれませんけどね、名前変えないで

ね、通うのは大変だろうと思ってますので、ぜ

ひその辺なども踏まえて検討してもらいたいと

思います。 

 なお、市内高校が、それぞれの高校が持つ魅

力や強みを中学生に伝えていくということはと

ても重要なことです。また、小学生に対しても、

早い段階からＰＲしていくことや保護者へのＰ

Ｒという視点も必要だと思っています。これら

のことについては、これまでも機会を捉えて高

校側に伝えてきたところですが、今後も市とし

ても協力しながら、市内高校に頑張っていただ



 

―６３― 

きたいと考えています。 

 なお、長井工業高校については、これまでの

関わりをさらに発展させる形で、昨年度高校が

設置した産業教育連携協議会に総合政策課、商

工振興課、学校教育課が参画しております。こ

の中で長井南中、北中の２年生の高校見学の実

施、市民文化会館を会場に実施された全校課題

研究発表会への長井南・北中学校全２年生の参

加、文化祭での小学生及び保護者向けの体験教

室などを実施しています。長井工業高校では、

令和６年度も小・中学生への情報発信に積極的

に取り組むこととされており、市としても支援

していきます。 

 長井高校においても、家庭部が開発した商品

を道の駅やコミュニティセンター、「くるん

と」などで販売したり、文化部の活動発表を行

ったりすることで、積極的に学校の特色を市民

にＰＲしていると感じます。市としても家庭部

とのコラボレーションによる活動などを進めて

います。 

 市内高校のＰＲに市が積極的に関わる必要が

あるのは、鈴木一則議員おっしゃるとおりであ

り、現在の様々な関わりを基に、今後も高校の

魅力や高校生が生き生きと活動する姿を市民や

中学生に見せていきたいと思います。よろしく

お願いします。 

○鈴木富美子議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 私には、大きく２点、市内高

校の進学者の定員割れ等の改善について、そし

て部活動改革についていただきました。 

 まず、市内の高校進学者の定員割れ等のこと

であります。定員割れが続く市内高校の進学率

向上の対策ということでありますが、まず、要

因です。昨年度になりますかね、公立高校の募

集定員の総数は、南学区、置賜学区で1,360名

です。これに対して志願者数は1,005名です。

既にここで355人空きが出ています。定員を超

えたのが、米沢東高校が160人に対して163名、

それから米沢商業高校が80人に対して80名、あ

とは全て定員割れです。これらを考えれば、生

徒数の減少というのが一番の原因になっている

ことは言わずもがなだと思います。 

 加えて、この後課長からも説明ありますが、

私立高校の志願者が２割、本市で45名、私立高

校に行きますので、公立高校について、どんど

んこの定員割れが大きくなっているという一番

の原因だと思います。 

 本市の継続的な市内の高校と長井南・北中学

校の生徒同士の交流活動については、今、市長

から答弁いただきましたので、これについては

割愛させていただきますが、かなり意図的に仕

組んでいることも確かであります。急に改善す

るという特効薬にはなりませんけれども、今後、

特に今年度の志望状況にはちょっと期待をして

いるところであります。 

 さて、一方、私立の高等学校との比較であり

ますが、私立の高等学校、その学校の特色や魅

力を的確に発信したり、通学に対するバス支援、

学費の面での公立高校との差を少なくしている

ということをアピールしながら自校への入学者

増加に力を注いでいる、これは感じているとこ

ろです。具体的に申しますと、就職や進学の実

績、部活動で活躍する生徒の情報、こういった

ものも効果的に発信していますし、スマホのホ

ームページでも公立学校と私立学校の間では歴

然とした情報提供の差があるなということも感

じているところです。 

 加えて、生徒が多様な進路を選択するように

なって、旧来のように、まずは公立の地元高校

を受験すればとか、入れれば何とかなるだろう

という時代ではもうなくなっていると思います。

そういうことから考えて、いかにその、取り合

いになりますから、その学校の魅力を発信して、

たくさんの子供に来てもらい、さらにそれで未

来を開くという、そういった姿を見せる、これ

しかないのかなと思っております。 
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 次、高校入試の制度が前期・後期の選抜に変

わったことについてであります。これについて

は、前期では特色選抜、そして後期では一般選

抜、中高一貫教育における連携型の入学選抜し、

これを実施することになったということですけ

ども、前期選抜では調査書、個人面接、集団面

接、作文発表等の検査の結果に基づいた選抜が

行われるということです。これらの改革によっ

て進路選択をする機会が増えることになると思

いますので、これが受験機会が増えることにな

り、多くの生徒に長井高校や長井工業を選択し

てもらえることに期待はしております。 

 ただ、一方で、先ほどお話ししたように、歴

然としたこの定員割れが続いておりますので、

一番大きなものは機会の拡張もありますけども、

その学校に入ってみたい、その学校で学んでみ

たいと、そこが一番でないかなと思います。そ

ういう意味では、先ほど市長も話ししましたけ

ども、連携の取組ありますから、これを強く発

信していく必要があるなと思っております。 

 続いて、部活動についてお話を申し上げます。

１つ目ですが、地域クラブの加入実態から、生

徒の選択が増える一方で、土日の保護者の負担

が増えるのではないか、この御指摘については

そのとおりで、その一面はあるなと思います。 

 今回５月の長井南・北中学校における部活動

の加入状況調査ですけども、部活動のみに加入

している生徒が54％、地域クラブ等のみに加入

している生徒が16％、両方に加入している生徒

が18％になっておりますので、中学校の部活動

のみに加入している生徒が土日の活動がなくな

りますので、実質上、土日の活動と関係する可

能性のある生徒というのは全体の約34％となる

のかなと思います。そういったことから考える

と、地域クラブ活動、種目によっては入会金、

登録料、月謝、練習場所までの移動等々、保護

者に負担のかかるものはありますけども、一方

で、一切費用のかからない文化的な地域クラブ

もあることも事実です。 

 これらを踏まえて、今現在実証事業中ですの

で、結論を急がず、費用の負担、その他どのよ

うなことに課題があるのかを見極めながら、令

和８年度の本実施に向けて１年ありますので、

丁寧に準備を進めていきたいと思います。 

 次に、学校の部活動についての位置づけです

けれども、今、国のほうでは、学習指導要領に

示されている生徒の自主的・自発的な参加によ

り行われる部活動、これを原則にしながら進め

ていこうという、原点に返っていきましょうと

いうことがあると思います。 

 一方で、私も部活の顧問でしたから、その部

活動の教育的な意義もあり、よく分かりますが、

一方で、部活のために学校に来ているという使

命感もないことはなくて、それが子供の負担感

にもつながっていることもあると、そういう子

供もいるということをまず御承知おきいただき

たいと思います。 

 本市では、国の方向性、そして山形県の方向

性を視野に入れながら、地域として、中学校だ

けでなく、児童の時期から中学生、そしてその

先の高校、生涯を見据えたひとり一スポーツや

多様な文化活動への取組を奨励しながら、子供

一人一人が一生涯自分のやりたいものを伸ばし

ていける、そんな環境整備をしたいというのが

一義であります。 

 中学生と保護者の方々には、今回の長井市の

取組、これを様々な選択肢が増えたと前向きに

捉えていただきながら、中学校時代、中学校の

ときだけでなくて、長期的な視点でスポーツ、

文化芸術の活動に継続して親しんできてほしい

というのが今の願いであります。 

○鈴木富美子議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 問１の（１）でございます

が、あやめ公園の再整備の整備方針についてお

答え申し上げます。 

 先ほど市長のほうからほぼほぼお答えあった
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と思いますけども、改めまして、あやめ公園の

整備につきましては、議員からもありましたと

おり、11年前の長井市観光振興計画をつくった

ときから掲げている課題でございます。当時は、

既存観光資源のブラッシュアップという観点か

ら、誘客を受ける際に、どうしてもその受皿と

なるレベルではないということで、耐え得る整

備が必要であろうということで掲げていたとこ

ろです。また、その中にあやめ会館の用途につ

いても、時代に合わなくなってきてるというよ

うなことも掲げておりました。 

 かねてからこの公園の整備は課題であり、具

体的にどのように整備するかというところは今

まで計画が示されておりませんでしたので、計

画の前に、まず構想として、２年間市民の方々

に入っていただきまして、あやめ公園再整備計

画基本構想を策定させていただいたところでご

ざいます。 

 構想の中身、少しお話ししますと、長井のア

ヤメであります長井古種の保存、その価値を学

べる場所の提供、また花と水、緑の調和、参加

型の通年公園造りという観点も盛り込まれ、市

民の皆さんが花の育成を通して公園に関わる工

夫も示しているところでございます。 

 また、あやめ会館につきましては、やはり通

年型利用、通年利用の仕様に変えていかなけれ

ばならないんではないかというようなことも構

想の中には示されております。 

 いずれにしても、先人から守られてきたこの

あやめ公園でございますので、長井古種を生か

し、長井の心である公園を将来、後世につない

でいくべきではないかというまとめをしている

と思います。 

 どういう整備をすべきかというのは、この構

想の中では、計画ではございませんので、その

道しるべとして示してると認識しております。

これまで具体的な整備手法について、この構想

策定後に建設課と協議をしてまいりましたけど

も、その協議内容については、先ほど市長から

もありましたとおり、今現在は次期都市再生整

備計画事業の中に宮・小桜街区との一体的な整

備というようなことができないかということで

検討をさせていただいているところでございま

す。これまでは公園長寿命化事業の中で構想に

沿って少しずつ直すということも考えてはきて

おりますけども、やはりまちとの一体感という

のを出していきたいなと考えてるところでござ

います。 

 ２つ目の質問で、（２）になりますけども、

「くるんと」ができたことによってあやめ公園

の整備方針も再検討すべきではないかというこ

とでございます。 

 あやめ公園につきましては、横町に隣接して

おりまして、十日町、新町、緑町と住宅地に近

い場所にある都市公園でございます。小出の都

市公園と宮の都市公園ということを考えると、

ある程度の公園機能は持たせたほうがいいのか

なとは考えております。 

 アヤメの花の時期だけの専門的な公園ではな

くて、通年でも親しまれる場所として期待とい

うことについては、横町近辺の方々からも、最

近住宅も増えてきていて、子供と歩いていける

場所がちょうどあやめ公園がいい場所なので、

そういった子供と遊べる場所にしてほしいとい

う要望もいただいているところでございます。 

 「くるんと」とのすみ分けでございますけど

も、都市公園につきましては、皆様の家庭の庭

に例えれば、まちの庭という意味合いがありま

すので、例えば、毎朝散歩するところというよ

うに、生活に溶け込む場所ということで「くる

んと」との使い方が区別できるのではないかと

思っております。「くるんと」も宮の公園も小

出の公園も含めて、まちなか全体が子育てしや

すいまち、住みやすいまち、住みたいまちとな

る条件の一つになればと考えているところでご

ざいます。 
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○鈴木富美子議長 渋谷和志観光文化交流課長。 

○渋谷和志観光文化交流課長 問１、（３）につ

いてお答え申し上げます。 

 令和７年度からの宮・小桜街区の整備につき

ましては、都市再生整備計画に基づいて実施す

る予定としておりますが、この重要文化的景観

の区域内においては、文化的景観整備活用計画

に基づき、本市の文化的景観の保護を図るため、

文化庁の指導をいただきながら建造物、河川、

道路等の修理・修景による整備を行う必要がご

ざいます。 

 このうち宮区域50.1ヘクタールほどございま

すが、この中の重要な構成要素の主なものとい

たしまして、道路では市道舟場清水町線の十日

町区間、十日町通り、あと河川では新町川、建

造物では旧丸大扇屋、旧西置賜郡役所、小桜館

です。あと總宮神社、貿上醤油店、風間書店、

長沼合名会社、合資会社鍋屋本店、摂取院、岩

城屋、橋梁では撞木橋、そして、町並みとして

は宮の町並みを選定しております。 

 このたびの面的整備では、まちなかウォーカ

ブル推進事業で十日町通りの道路、新町川、そ

の周辺整備を行いまして、文化的景観整備事業

で旧丸大扇屋、西置賜郡役所、小桜館の整備を

行う予定です。整備時期については、都市再生

事業として、令和７年度から令和11年度までの

５年間で順次整備することを予定しております。 

 このたびの宮・小桜街区の整備においては、

議員から御提案いただきましたとおり、十日町、

新町、横町エリアとあやめ公園につながるまち

歩きルート沿いの修景や最上川舟運で育まれた

宮の町並みの景観・風情を生かした面的整備に

配慮して検討してまいります。 

 続きまして、問３の（３）文化・文化財分野

についてお答えいたします。 

 御承知のとおり、令和３年度の組織改編にお

いて、文化及び文化財の保護における教育に関

する事務を教育委員会から市長部局の観光文化

交流課に移管されたことを踏まえまして、令和

６年度からの第３期の教育振興計画において、

文化・文化財分野については個別計画を別途作

成するとしております。 

 これまでの芸術文化の分野につきましては、

長井市芸術文化ビジョン、これは令和２年10月

策定で、計画期間が令和２年度から令和11年度

までの10年間を策定しておりまして、令和７年

度から計画期間の後期に入りますので、長井市

第六次総合計画及び第３期長井市教育基本計画

の策定に合わせて見直しを図ってまいります。 

 また、文化財の分野につきましては、現在、

長井市文化財保存活用地域計画を策定しており

ますので、今後進捗状況について御報告申し上

げたいと考えております。 

 最後に、中学校の部活動における芸術文化活

動の地域移行につきましては、教育委員会の長

井市スポーツ芸術文化活動環境整備推進委員会

において検討しておりますので、地域の文化芸

術団体と連携していけるよう、慎重に協議・推

進してまいります。 

○鈴木富美子議長 竹田 洋学校教育課長。 

○竹田 洋学校教育課長 私のほうからは、２の

（１）と３の（１）について、続けてお答えを

させていただきます。 

 まず、２の（１）私立高校への進学の偏重が

進んでいると感じる、私立専願の生徒が増えて

いるんではないか。長井南・北中学校及び西置

賜管内の中学生の市内高校の進学の動向につい

てということで、数字をお答え申し上げます。

令和５年度中学校卒業生の進学先調査を基に申

し上げます。 

 長井高等学校に長井南中学校から33名、長井

北中学校から27名の、市内で合計60名が進学し

ております。長井工業高等学校には、長井南中

学校から20名、長井北中学校から15名の合計35

名が進学しています。 

 以上から、長井南・北中学校の卒業生、令和
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５年度合計194名のうち95名、約49％の生徒が

市内公立高等学校に進学した形になっておりま

す。 

 私立高校には、先ほど教育長のほうからもあ

りましたように、45名、23.1％が進学しており、

私立高校の希望者が増えているというような実

態になっております。 

 なお、西置賜３町の状況を申し上げます。白

鷹町から43名、白鷹中学校卒業生の約33％、飯

豊町から６名、卒業生の約11％、小国町から７

名、長井工業高校はゼロなんですけれども、長

井高校のほうに７名ということで、卒業生の約

13％が長井市内の公立高等学校に進学をしてい

る実態になっております。 

 続きまして、３の（１）令和６年度の部活動

等への加入状況結果を学校としてどう捉えたか。

また、学校部活動への加入者と校外地域クラブ

加入者の意識の違い、両方加入者の実態は、同

一種目なのか、別々の種目かということについ

て、こちらのほうも数字を基に申し上げます。 

 さきに土屋教育長からもお答えをしたところ

ですけれども、県の推進の柱としている中学校

での柱ですが、希望するスポーツ、文化芸術活

動を生徒が自由に選択し、一人一人が目的に応

じて活動するという方向性に向けて、各中学校

で取り組んでいるところです。 

 今年度、中学校の部活動の任意加入制になり、

現在、部活動への加入率は約72％、地域団体の

みに加入している生徒が約16％、そのほか、今

まだ未加入であったり、地域団体にも部活動に

も所属していない生徒は12％となっております。 

 部活動にも加入し、地域団体にも加入してい

る約18％の生徒ですけれども、教頭先生等に聞

き取りをしたところ、部活動と同じ種目を選択

している生徒さんもいますけれども、部活動と

地域の団体は別のもの。例えば、吹奏楽を学校

では部活選択してるけども土日は柔道をしてい

るお子さんとか、あと、そのほか学校では一つ

この種目をやってるけれども、同じ野球をして

いるけれども、学校の野球のほかに、別の団体

でまた地域では野球をしているというような生

徒さんもおります。 

 加えて、現在、長井市への登録団体数は、先

ほども申し上げた26団体あるんですけれども、

地区内の団体に所属している生徒さんも５％お

りますので、これらを踏まえたところで、子供

たちが希望する文化芸術活動に自由に選択が始

まったというような印象を持っているところで

ございます。 

○鈴木富美子議長 鈴木幸浩健康スポーツ課長。 

○鈴木幸浩健康スポーツ課長 私のほうからは、

３項目めの（３）、①スポーツ分野の個別計画

の策定状況についてお答えをさせていただきま

す。 

 市民のスポーツ推進に係る計画につきまして

は、先ほど観光文化交流課長からの答弁にもあ

りましたが、スポーツ分野においても、令和３

年度の組織改編により教育委員会から市長部局

に移管となったことから、第３期の教育振興計

画とは別に個別計画として策定する予定をして

おります。 

 現在の状況でございますが、計画の策定はこ

れからとなります。今後、計画策定に向けて、

市民の皆様から御意見を参考にさせていただく

ためのアンケート調査を実施し、進めてまいり

ますが、市民ひとり一スポーツの推進やスポー

ツインクルーシブの取組、スポーツを通じた健

康増進、中学校における部活動の地域移行など

の視点も取り入れながら計画を策定してまいり

たいと考えております。 

○鈴木富美子議長 ６番、鈴木一則議員。 

○６番 鈴木一則議員 御答弁いただきました。 

 まず最初のあやめ公園等を面整備する関係で

は、市長そもそも私も思いが同じで、大変よか

ったと思います。宮・小桜街区という、今、活

用計画ではどうしても重要な施設の部分だけで



 

―６８― 

すけども、両方を都市再生整備と一体にしない

と、全体的な面としては見えないので、そこの

部分は、非常にこれから長井市の観光の財産に

なっていくという考え方になるので、ぜひ取り

組んでいただければなと思います。 

 産業参事からは、いろいろ構想の部分のお話

もいただきましたけども、白つつじ公園は、前

から思ってたんですけど、セントラルパークと

いうイメージなんですよね。どうしてもあやめ

公園はそこまでじゃなくて、もっと何か心の、

何かふるさとみたいな、そういうふうな部分が

あるので、どうしてもそこまでは私たちの気持

ちとするといかないという部分があるので、こ

れから計画づくりというようなことで協議され

ると思いますので、ぜひ十分な御検討をお願い

したいと思います。 

 最初に地域移行の関係でお話をさせていただ

きます。生徒たちの自由な選択という部分では、

発展的に考えながらも大変いいことだと思うん

ですが、今回の実情を見ると、そのギャップと

して、受皿の部分の対応ができてるのかという

部分が非常に大きいです。 

 以前、地域クラブの設立の条件も、教育長も

知ってらっしゃると思うんですけど、各種目と

も、日本スポーツ協会の結局指導者資格を取り

なさいとか様々な制約があって、これが単一に、

ただ単に任意のクラブではできなくなってきて

いるというような形があるんですね。ですので、

そうすると、受皿になるところでは、指導者不

足もあり、規制もあり、それから財源の確保も

必要だという、ここが出てくるので、そうした

場合に、個別、個人個人のクラブではなかなか

将来的に対応できなくなるんでないかという思

いがあります。 

 そうすると、やはり総合型クラブとかスポー

ツ協会と今度タイアップした形でやっていかな

いと、そこに行政の支援もいただきながら、受

皿としてつくっていく必要があるんじゃないか

ということで、ある教育新聞見たんですけども、

最終的にはそこしかないんじゃないかというコ

ラムを上げてらっしゃる方もいまして、いろん

なこと考えてもそうだなと。 

 東京のほうでは、都会のほうでは、プロ的に

お金をしっかりもらってライセンスを持った人

がそれをやるという形なんですけども、なかな

か地方では、その指導者確保ってなかなかね、

職業としてという形はなかなか難しいと思いま

すので、そこら辺は今後の考えとして、教育長、

どのようにお持ちなのかお伺いをしたいと思い

ます。 

○鈴木富美子議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 今、御指摘のとおりで、その

課題については私たちも身にしみて感じている

ところです。子供のこれからの生涯スポーツと

いう視点から言うと、やはり総合型スポーツク

ラブがいかにそこを機能していくかということ

が一つ大きなポイントになると思います。 

 そういう意味で、小国町のほうでは一つの成

果も出しておりますので、それらも話を聞きな

がら、健康スポーツ課、スポーツ協会等と話を

していく必要があるかなと思います。 

 今、過渡期ですので、なかなか一定の方向性

も見えないところはありますけども、今御指摘

いただいた課題とか、そういうものを含めなが

ら、少し整理していきながら進めていくしかな

い、まずはできるところから進めていくしかな

いかなと思っているところです。御指導よろし

くお願いします。 

○鈴木富美子議長 ６番、鈴木一則議員。 

○６番 鈴木一則議員 最後に、高校の再編計画

が令和７年度から多分始まると思います。市長

もですけども、多分平成の22年か23年のとき、

長井工業高校の環境システム科がなくなるとき

に、荒砥高校とのいわゆるキャンパス制で、市

内の企業の方々といろんな議論をしながら、絶

対これでは駄目だという話をしてやったんです
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けど、あれを結局減にしたおかげで、結局今の

現状があるという感じがしてるんですね。 

 そうすると、先ほど教育長からありましたよ

うに、定数と実際の受験志願者の差が15％ある

んですよ。そうすると、そこをどうやって県教

委で埋めていくかという部分はすごい至難の業

で、私立の入学者の確保という一つの課題もあ

りますから、そこら辺は大変。結局、最終的に

はしわ寄せ的には公立の統合や学級減というと

ころで、手法的には短絡的なところにまずは当

面いくという感じがするんです。 

 そうした場合に、将来的なことを考えると、

やはり西置賜、東置賜が一番減少になってるの

で、そこの部分に対して、新たに考え方、高校

の考え方を取り入れて、先んじていくというよ

りも、もう検討といいますか、考えざるを得な

いのではないかというように思いがあるんです

が、この点について、最後に市長にお伺いした

いと思います。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 時間はありませんが。 

 まずは、西置賜の白鷹町、飯豊町、小国町と

意見交換して、あと南陽市と高畠町も戦々恐々

してるはずなんですよ。川西町と米沢市だけは

多分一致するんでしょうけども、ですから、そ

こと連携して、ちょっとどうするということを

しっかりと連携、意見交換してね、その際は、

我々首長だけじゃなくて、教育長とか副市長も

入ってもらって、ちょっと合意を得て方向性を

見いだしていくべきだなと思っておりますんで、

ぜひその後は、議会も動いてほしいんですね。

ただ、このまま任せとくと、米沢市、あっちに

全部まとめられると。減ったところで、結局ま

た再編だみたいな。 

 私立高校は必死ですから。だから、びっくり

したのは、この間少年会議したときの、優秀だ

なと思った子はもうみんな東海山形、中央高校、

九里って決まってたんですよ、びっくりしまし

た。大変だよねこれからって言ったら、もう決

まってます。そういう状況ですから、もううか

うかしてられないと思います。 

○鈴木富美子議長 ６番、鈴木一則議員。 

○６番 鈴木一則議員 学級数がないと学校の体

裁も取られなくなる状況なんですよね、結局は。

そうすると、地域の学校として何が残るんだと

いう部分はあると思うんです。 

 ここは本当に、今、令和７年からの再編計画、

ちょっと私は戦々恐々として見たいなと思うん

ですけども、これに対して反論もしていかない

とまずいなという思いもありますので、ぜひこ

このところはよろしくお願いしたいと思います。 

 

 

   散     会 

 

 

○鈴木富美子議長 本日は、これをもって散会い

たします。 

 再開は、明日午前10時といたします。 

 御協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時１１分 散会 


